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■	環境リテラシー／求められる人間像

エコシステムという言葉があります。これまでは「生態系」を意味してきましたが，近年， 
生物圏（バイオスフィア）も含めて大きく捉えるようになってきました。このエコシステム
の最小単位は私たち一人ひとり，つまり「個人」です。

一人ひとりのライフスタイルが問われる成熟社会に必要なのは，「環境を保全しよう」と
思う心と，それを行動に移す実行力です。そして，今社会に求められているのは，一人ひと
りの環境リテラシーを高めることです。
［玉川学園における人材育成の到達目標］

「自然の尊重」を教育信条の一つとして掲げてきた玉川学園では，全学園をあげて環境保
全活動と環境教育を推進しています。

太陽光や風力など自然エネルギーについての理解を深めるプロジェクトや独自の講座・資
格制度による啓発活動など，積極的な取り組みが行われています。

私たちは「自然環境に触れ，研究などの体験を通して環境の大切さに気づき考えることが
できる人材，そして環境を大切にすることができる人材」を育てていくことを目標としてい
ます。

■	教育機関の社会的責任

教育機関は製品を作るのでも売るのでもなく，人材を育成するのが第一義です。したがって，
環境面から考えると，高い環境リテラシーを持つ人材を育成していくことが，教育機関の社会
的責任と言えます。玉川の児童・生徒・学生はただ環境についての知識を持っているだけでは
なく，行動に移すことができる。玉川学園の目指す環境教育がそこにあります。
［玉川学園の環境教育］

玉川学園が考える環境教育では，環境を保全し，自然と共生する地球の未来を守るために，
原因を考えながら行動することを大切にしています。

本学園では，「電力や化学物質の使用など直接的な環境負荷原因の低減」と，「児童・生徒・
学生への環境教育を通した，間接的な環境負荷原因の低減」活動に取り組んでいます。

さらに，教育機関であることを踏まえて，これらの活動を通して「環境に対する価値観を家
族，仲間，社会に伝達できる人材」の育成を目標とした環境教育を重要視しています。

【12 の教育信条のひとつでもある「自然の尊重」】
雄大な自然は，それ自体が偉大な教育をしてくれる。また，この貴重な自然環境を私

たちが守ることを教えることも，また大切な教育である。
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2　 玉川大学の学部学科構成
玉川大学は旧制最後の大学として1947（昭和22）年に認可されました。開設当初は文学部

と農学部の2学部でスタートし，その後50（昭和25）年には文学部教育学科に通信教育課程

を開設，62（昭和37）年に工学部を開設しました。

近年，玉川大学では新しい時代にふさわしい大学教育の確立に向け，各学部の改組と教育改

革をすすめ，8学部17学科と大学院からなる総合大学となっています。

222222

大　学　院　文学研究科

 農学研究科

 工学研究科

 マネジメント研究科

 教育学研究科

 脳科学研究科

芸術専攻科　芸術専攻

文　学　部　国語教育学科

 英語教育学科

農　学　部　生産農学科

 環境農学科

 先端食農学科

工　学　部　情報通信工学科

 ソフトウェアサイエンス学科

 マネジメントサイエンス学科

 エンジニアリングデザイン学科

経 営 学 部　国際経営学科

教 育 学 部　教育学科

 教育学科（通信教育課程）

 乳幼児発達学科

芸 術 学 部　音楽学科

 アート・デザイン学科

 演劇・舞踊学科

リベラルアーツ学部　リベラルアーツ学科

観 光 学 部　観光学科
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3	 玉川学園の環境への取り組み
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